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　本研究の目的は女性の乳がん検診の受診行動を規定する要因に関する研究を概観し、受診率向上に向け
た取り組みについて考察することである。
　「がん検診」「受診」「行動」をキーワードとし、会議録を除く過去 10 年の文献を医学中央雑誌 Web
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課題 2015 量的研究 病院に勤務する女性職員 643名を対象に質問紙調査を行った。
6
健康無関心層にも届けるがん検診受診勧























































































他の健診の項目に乳がん検診がある（＋） No.8. 9. 16
職域検診にない（－） No.8
公的なサービスとしての受診機会がない（－） No.5. 8. 15. 18
職業による検診受診率の違い（±） No.7
検診費用
無料クーポン（＋） No.5. 10. 12
検診費用がかかるから（－） No.4. 5. 9. 10. 14. 18
時間的制約 時間がない（－） No.1. 4. 5. 8. 9. 10. 13. 14. 15. 16. 18
出向くのが負担
出向くのが負担（－） No.4
面倒である（－） No.5. 8. 9. 15. 16. 18
検診への抵抗感
検診受診の負担認識が低い（＋） No.17
羞恥心を伴う検診への抵抗感（－） No.4. 5. 8. 10. 13. 14. 18
男性医師への抵抗感（－） No.13. 14. 19







検診の案内を目にした（＋） No.4. 8. 9. 11. 14. 18
乳がん検診の情報を見聞きした（＋） No.14. 15. 18
検診施設の情報収集（＋） No.4
なんとなく検診の情報が目についた（＋） No.14









年齢的に乳がんについて考えた（＋） No.6. 9. 16







自覚症状がある（＋） No.4. 8. 14. 18






















や「時間がない（no.8, 10, 14, 15, 16, 18）」など
＜時間がない（－）＞との要因は、≪時間的制約≫











































がん検診が必要な年齢との認識（＋） No.5. 7. 11. 15. 18
周囲からの受診の
後押し
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